
神奈川労働局 健康課

確 定 版

発生年月日 業種

発生時刻
被災者数

(被災程度）
事故の型

1月 土木工事業

９時ごろ 有害物等との接触

４月 建設業

１３時頃 有害物等との接触

５月 社会福祉施設

その他

６月 建築工事業

２３時頃 有害物等との接触

６月 医療保健業

その他

番
号

起因物

　発 生 概 要

1

有害物 マンホール内のピットにおいて下水管の空気抜
き弁の交換のためバルブの取り外し作業をして
いたところ、吹き出した硫化水素ガスを吸い込ん
だ４名（うち１名は代表者）が中毒となった。

死亡１名
休業１名
不休１名

疾病名等

硫化水素中毒

夜間店舗改装工事において、作業用電源確保
のための発電機を店舗内に置いて稼働させ、換
気のために扇風機で発電機から開放された出
入口扉方向に向けて風を送っていたが、労働者
３名が一酸化炭素中毒となり体調が悪くなった。

休業３名

疥癬

一酸化炭素中毒

平成２６年 業務上疾病による重大災害

5

その他の起因物 救急搬送されてきた患者から結核菌群／PCR陽
性との診断結果が出たため、労働者に対して健
康診断を実施したところ、６名の労働者が結核
菌群／PCR陽性と診断された。

不休６名

2

有害物 休憩時間中に資材小屋内において、ガソリンエ
ンジン式発電機の排気ガスで暖をとっていたとこ
ろ、労働者４名が一酸化炭素中毒となり気分が
悪くなった。

不休４名

結核

一酸化炭素中毒

3

その他の起因物
施設利用者１２人が疥癬と診断された後、施設
職員７人が次々と身体の痒み及び発疹があらわ
れ、疥癬と診断された。休業７名

4

有害物


